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令和２年 12 月 25 日（金） 

大田区立大森第三中学校 

校 長 笛 木 啓 介  

大田区中央４－１２－８ 

自ら進路を拓く 
令和２年も残すところあとわずかとなりまし

た。今年を振り返ると新型コロナ感染症に大きな

影響を受けた一年間でした。 

緊急事態宣言による臨時休業。６月からの分割

登校から通常登校まで、検温や手洗いなどの感染

症対策や毎日の健康チェックをしながら学校は再

開しました。その中で、マスクをつけての授業や

前を向いたままで食べる給食など、新しい生活様

式を守っての学校生活でした。 

そんな中でも生徒の皆さんは授業で学習や運動

に真剣に取り組んできました。特に３年生は受験

に向けて、１０月１３日から面接練習（個人）を

始めました。一人一人の生徒と向き合うことで、

コロナ禍の中でも懸命に努力した３年生の成長が

確認できる貴重な時間となりました。 

ところで、中学校卒業に向けて自ら進路を拓い

ていくためには、一体何が必要なのでしょうか。  

皆さんは学校以外の家庭学習を含めた勉強への取

組はどのようにしていますか？学校での学びをも

とに家庭学習を習慣化していくことはとても大切

なことです。自分で学習する習慣を身に付けるこ

とを手助けするために、本校では土曜補習教室や

放課後補習教室を実施しており、大いに活用して

ほしいと思っています。学年が上がるにつれ、学

ぶ内容も難しくなり、「できる」、「できない」の差

が大きくなります。学習時間を増やそうとしても、

すぐにはできるはずもありません。自らの進路を

拓くためには、家庭学習を定着させることをはじ

めとする、主体的な学習習慣を確立することが必

要です。このことで学力が着実に身に付いていく

のではないでしょうか。 

来年の干支は辛丑（かのと・うし）です。変化

が生まれる状態、新たな命が萌
きざ

しはじめる状態な

ので、全く新しいことにチャレンジするのに適し

た年です。すべての生徒が、新しい 

ことにチャレンジし、様々な力を身 

に付けることで、自分をさらに成長 

させてほしいと願っています。 

＾ 

職業講話を聴いて 
２年３組 北林 咲子 

私は職業講話を聴いて、三人の方の職業につい

ての考え方に触れることができ、とても良い経験

になったと思います。 

保育士の方は、その職業のなり方、内容などを

とても詳しく話してくださり、保育のことがよく

わかりました。美容師の方からは仕事だけでなく、

生きる上での大切なことを学びました。ゲームク

リエイターの方の映像はとても面白く、ゲームク

リエイターの仕事についてとてもよく理解するこ

とができました。 

私が驚いたことは、三人ともその仕事や自分の

生き方に対するしっかりとした考えをもっている

ということです。お金を得るためだけでなく、仕

事に責任とやりがい、自分の信念をもっている姿

勢が、とてもかっこよかったです。 

私も、そのような姿勢でいられる大 

人になりたいです。学年の皆さんも 

今日の話を聞いて、仕事に対する姿 

勢を参考にして自分の進路を考えて 

ほしいと思います。 

職業講話を聴いて 
２年２組 徳島 優奈 

私は今回の職業講話を通じて、たくさんのこと

を学ぶことができました。保育士の和田さんは、

その職業に就くまでの道のりを細かく大変分かり

やすく教えてくださいました。そして、保育をし

ていた子供たちと数年後に再開し、子供たちの成 

長した姿を見て、保育士としてのやりがいを感じ

たという体験談も話してくださいました。美容師

の実演を行っていただいた古田さんからは、「好き

になった職業を続けることもあるが、仕事を続け

るうちに、自分の仕事が好きになっていることも

ある。」ということを教えていただきました。ゲー

ムクリエイターの小森さんは、生徒からのたくさ

んの質問に答えてくださったため、私たち生徒の

謎が解け、より多くの生徒がその職業に興味をも

ったと思います。私は、これからの職業は人との

コミュニケーションが大切という、共通点がある

ことに気が付きました。私たちは、学校生活の中

でコミュニケーション能力を 

向上させることで、将来職業 

に役立たせることができるの 

だと思いました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクールカウンセラー出勤予定日 

※大森中三相談室直通電話 （３７７３）７８３１ 

三尾眞由美 1/14(木)1/21(木)1/28(木) 

田中 典子 1/15(金)1/22(金)1/29(金) 

鳥海 真里 1/13(水)1/20(水)1/27(水) 
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交通安全教室を通して 

 ２年４組 石岡 あいら 

 私は交通安全教室を通して自転車の危険性を知

り、安全に利用することで、快適で便利なものに

なることを学ぶことができました。 

 お話を伺って特に印象に残っていることは、運

転手は誰しも被害者だけではなく加害者になると

いうことです。もちろん知っていることではあり

ますが、自分自身も少しの危険行為が大きな事故

に、つながると常に意識して利用することはでき

ていませんでした。そして、中高生が事故を起こ

すことが多いと聞いて驚きました。事故につなが

る原因の一つの横並び運転はしてしまったことが

あるので、自分がしないようにするのはもちろん、

している人がいたら注意していきたいです。 

 中学生は自転車をよく利用する年 

齢だと思うので、一人一人が自覚と 

責任をもち、ルールを守って正しく 

利用してほしいです。 

交通安全教室を通して 

２年１組 竹内 雪音 

私たち２年生は、先日交通安全指導員の原口さ

んに自転車の交通安全についての話をしていただ

きました。自転車はとても身近で、中学生でも利 

 

用している人は大勢いると思います。その分、事

故も多発していることを知りました。事故の原因

として「ななめ横断」や「ながらスマホ」など中

学生である私たちが被害だけなく、加害者になり

得ることを改めて認識することのできる良い機会

になったと思います。 

人を不幸にしてしまう交通事故を起こさないた

めに、一人一人が責任をもってみんなの「安全」

に向き合うことや、自転車をはじめ 

とする便利なものが、凶器になって 

しまうことを心に留めておかなけれ 

ばいけないと実感しました。 

冬休みの過ごし方について 
生活指導主任 黒田 歩  

長かった２学期もまもなく終わり、これから冬

休みに入ります。年末年始は、金銭に関するトラ

ブルをはじめ、クリスマスやお正月などのイベン

トに合わせて、事件や事故、犯罪に巻き込まれる

危険が普段以上に大きくなります。そのような事

に出会うきっかけを作らないように、規則正しい

生活やルール・マナーなどを守って過ごしてほし

いと思います。また、引き続き感染症の拡大防止

のために手洗いなどをしっかりと行い、体調管理

には十分に留意しましょう。 

来年を良い年にするために、この冬休みにはし

っかりと時間をかけて、いろいろあった 2020 年

の自分の生き方を振り返り、自分の未来にどうつ

なげていくかを考える機会を設けてほしいと思

います。家族とゆっくり話をしてみるのもよいで

しょう。新しい年に元気なみなさんと 

笑顔で会えることを心から楽しみにし 

ています。 

１ 月 の 行 事 予 定 



 


